
 信大附属長野中学校 研究の概要 

１ 令和６年度「目指す生徒の姿」「全校研究テーマ」 
目指す生徒の姿 

豊かな社会を切り拓こうとする自立した学習者 

全校研究テーマ 

「キャリア×STEAM」の学習による新たな価値を創造する資質・能力の育成（２年次） 

 

２ 「目指す生徒の姿」「全校研究テーマ」の設定理由及び捉え 
本校が目指す生徒像を据えるために、本校の学校教育目標の生徒像に加え、文部科学

省の学習指導要領が目指す生徒像、長野県が目指す生徒像を踏まえ、本校職員の願いと
本校生徒の実態から、本校が目指す生徒の姿を豊かな社会を切り拓こうとする自立した学習

者と据え、「新たな価値を創造できる資質・能力」を育成することにした。 

  

新たな価値を創造できる資質・能力 「各教科等で育成を目指す資質・能力」を土台とした汎用的スキル 

 ア 問題発見・解決能力 （各教科等の「見方・考え方」を自在に働かせ、本質的な問いを見いだすこと） 

 イ 批判的思考力      （多面的・多角的に考察し、よりよい解決方法を見いだすこと） 

 ウ 自分のよさや可能性を認識し、その力をさらに伸ばしたり、社会に生かそうとしたりする力 
 （自己の生き方を尊重できること、他者を尊重し多様な他者と協働できること、 社会貢献したり持続可能な社会を創造しようとしたりすること） 

これまでの研究で見えてきた成果と課題を踏まえ、「新たな価値を創造できる資質・能
力」を育成するための学びを、キャリア教育と STEAM教育に求めた。キャリア教育は、

一人一人の社会的・職業的自立を目指している。そのキャリア教育を充実させるための
視点を明確にするために、新たな学びのもう一本の軸として、科学、技術、工学、芸術・

リベラルアーツ、数学の五つの分野を総合的に学ぶ STEAM 教育に着眼した。なお、本
校は STEAM 教育を、教科の枠を超えて実生活・実社会の諸課題（正解のない問い、最

適解・納得解など）を解決する学びと捉えている。このキャリア教育と STEAM 教育の
二つの学びを関連付けていくことを目指して、「キャリア×STEAM」と表記し、本校の

全校研究テーマを「キャリア×STEAM」の学習による新たな価値を創造できる資質・能力の育
成と据え、その具現を図るカリキュラム編成を行うこととした。 

 
 



３ 令和６年度の研究の概要 
（1） カリキュラムを三つのアプローチに分ける 

本校のこれまでの実践から、教科学習とあさひのプロジェクト（総合的な学習の時間）
の二つの学習をつなぐ教科横断型の学習が、「新たな価値を創造できる資質・能力」の育

成につながり、目指す生徒の姿の具現に迫る可能性が見えてきた。 

そこで、各教科等の授業とあさひのプロジェクトをつなぐ、教科横断型の学習「あさひ

のラーニング（学際的な学習の時間）」を全学年で新設し、カリキュラムを三つのアプロ
ーチに分けて、「新たな価値を創造できる資質・能力」の育成を目指すことにした。なお、

本校では、文部科学省「教育課程特例校」指定を受け、令和６年度よりあさひのラーニン
グを実施している。 

  
（2） 探究的な学習の具現を目指して 

白井（2022）は、探究には様々なレベルがあ
ると述べている（右図）。図中のチェックマーク

は、教師の関わりの度合いが大きいものを示し
ており、問いの項目のみレベル１～３にチェッ

クがついていることから、探究における問いを
立てることは教師の関わりなしには難しいこと

が読み取れる。また、奈須（2024）は、「探究は、
いわゆる『身近で切実な問題』を契機に開始さ

れ、探究者本人の実感の伴う納得によって終結
する」と述べている。このことから、本校は、探

究的な学習となる「問い」を立てることは重要かつ難しいことであると捉えた。 

また、探究のレベルをカリキュラム全体で考えたとき、教科の授業はレベル１、総合的

な学習の時間の授業はレベル４といった認識になりやすく、レベル２～３がカリキュラ
ムに位置付いていないことが懸念される。本来、探究は、総合的な学習の時間の授業だけ

でなく、教科の授業にも当てはまるはずなので、本校は、レベル１～４の探究が位置付い
ている学習が探究的な学習であると考えた。 

そこで、白井氏の助言を受け、本校が捉える「探究の方法論」が身につけば、教科の授
業でも総合的な学習の時間の授業でも探究的な学習になり得ると考えた。そして、「教科

等の学習」「あさひのラーニング」「あさひのプロジェクト」の三つのアプローチによる
学習における探究的な学習の具現を目指し、実践研究を進めている。 

  
【参考文献】 ・白井 俊『探究モードへの挑戦－高度化・自律化を目指す SDGs時代の人づくり－』（2022） 
       ・奈須正裕『子どものための授業づくり』（内外教育 令和６年３月号）（2024） 



４ 本年度の研究授業および研究活動の取組 

【Ⅰ：教科・アプローチ】各教科等の授業 

４月 

５・７月 

指導主事研修会    ＜国語・理科・英語＞ 

教科研修会Ⅰ・Ⅱ 

＜国語・社会・数学・理科・音楽・美術・保健体育・技術家庭・英語＞ 

成果と今後の研究の見通し 

・教科研修会Ⅰ・Ⅱでは、教科の授業研究を通して、大学生２年生への教職の魅力発信
（教育実習への見通し）、本校職員（特に１～２年目の職員）の研修の両方を達成す

ることができた。今後は、教職大学院や現職の先生方に加え、初任者なども参加者に
含めた研修の機会として位置付けていきたい。 

・各教科等の授業と「あさひのラーニング」や「あさひのプロジェクト」との繋がりを
示すために、さらに授業公開の機会を充実させていくことを視野に入れていく。 

 

【Ⅱ：プル・アプローチ】＜新設教科＞あさひのラーニング 

通年 

 

 

10月 

探究の時間（水曜日の午後の日課全てを探究学習に充てる） 

【講座学習】講演会（年５回）、「課題研究メソッド」を用いた授業  等 

【テーマ学習】持続可能な社会の実現（１学年）、AIの活用（３学年） 等 

中学校教育研究会 

１学年【 講 座 学 習 】探究の「問い」を見いだそう 

２学年【テーマ学習】あったらいいな、こんなもの 

３学年【ユニット学習】ラーメントッピングを開発しよう 

成果と今後の研究の見通し 

・新設教科として、通常の教科ではできない授業を構想・実施することができた。生徒
も教科の枠を越えた追究をしている姿があり、その有用性を感じていた。また、講演

会を年５回位置付けることができ、様々な分野の専門家の講演を通して、生徒の探究
心を育むことができた。 

・新設教科として、何をどのように評価していくかを、引き続き検討していく。また、
持続可能な取組にしていくために、引き続き、単元開発・教材開発を行い、ノウハウ

を蓄積していく。 

 



【Ⅲ：プッシュ・アプローチ】あさひのプロジェクト ※「成果報告書」は３月発刊予定 

通年 

７月 

 

10月 

 

 

 

11月 

 

12月 

２月 

探究の時間（水曜日の午後の日課全てを探究学習に充てる） 

ヒューマン・ウィーク（２学年：社会体験学習を含む） 
成果報告会①＠附属長野中学校 

中学校教育研究会 
１学年：これからの社会に触れる私（プレゼン発表） 

２学年：これからの社会と関わる私（異学年による座談会） 
３学年：これからの社会を生きる私（販売活動・ポスター発表） 

附属長野中ワークショップ＠附属長野中学校 
「探究的な学び」４校合同成果発表交流会＠長野市立長野中学校 

成果報告会②＠附属長野中学校 
成果報告会③＠附属長野中学校 

成果と今後の研究の見通し 

・生徒の「やってみたい！」を基にした活動の立ち上げ、探究の時間、ポスターセッシ
ョンなどを通して、チームで協働して問題発見・解決をするよさと難しさを、生徒も

教師も実感することができた。また、中学校３年間の学びの系統性を意識した年間計
画を構想・実施することができた。 

・教師の立ち位置（伴走の仕方）が難しいと感じた職員も多かった。持続可能な取組に
していくことにも焦点を当てて、引き続き、実施時期や時間、運用の仕方等を検討

し、ノウハウを蓄積していく。 

 

 



【10/18中学校教育研究会の様子】 

  
中学校受付・接待の様子 

 

  
１学年あさひのラーニングの様子（１Ｃ・１Ｅ） 

  
２学年あさひのラーニングの様子（２Ｃ・２Ｅ） 

 

  
３学年あさひのラーニングの様子（３Ｃ・３Ｄ） 



  
生徒との自由交流の様子 

 

  
あさひのラーニング懇談会の様子 

 

  
昼食時の活動の様子 

 

  
販売活動・小学校受付の様子 



  
１学年あさひのプロジェクトの様子 

 

  
２学年あさひのプロジェクトの様子 

 

  

  

３学年あさひのプロジェクトの様子 

 



【そのほかの取組】 

内閣府 白井俊 参事官講演会（4/27実施） 

  

あさひのラーニング講演会（年５回実施）   探究学習カフェ（10/18、12/16実施） 

    

教科研修会Ⅰ・Ⅱ（5/15、7/3実施）    オンライン交流会（7/26、12/14実施） 

     


